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研究の概要 

肩こりや腰痛に対するトリガーポイント療法の可能性 

 

トリガーポイントとは、筋、筋膜やその周囲軟部組織が原因となって痛みなど症状を引き起こす筋・筋膜

疼痛症候群の診断、原因、治療部位である。私は、これまでトリガーポイントに鍼（はり）刺激を行うトリ

ガーポイント鍼療法で以下の臨床試験をおこなっている。 

 

〇労働者の肩こりに対するトリガーポイント鍼療法の有用性の検証 

この研究では、労働生産性を低下させる慢性的な肩こりを持つオフィスワーカーに対して、1 か月間トリ

ガーポイント鍼療法を最大 4 回おこなったところ、トリガーポイント鍼療法を加えない対照群と比較して、

肩こりの程度が 20%軽減、労働生産性スコア（労働）の改善が認められた。 

 

〇高齢者慢性腰痛に対するトリガーポイント鍼療法の有用性の検証 

この研究では、65 歳以上の運動習慣のない慢性的な腰痛を訴える者に対して、3 か月間の運動指導＋トリ

ガーポイント鍼療法を最大 12回おこなったところ、運動指導のみの対照群と比較して、自覚している腰の痛

みの軽減が認められた。 

 
 

・「Clinical Effectiveness of Trigger Point Acupuncture on Chronic Neck and Shoulder Pain (Katakori) 

with Work Productivity Loss in Office Workers: A Randomized Clinical Trial」 

・「Trigger Point Acupuncture and Exercise for Chronic Low Back Pain in Older Adult: a Preliminary 

Randomized Clinical Trial」 

・豊島区区民ひろば朝日にて「セルフケア教室」開催 

国民病の 1 つと考えられる肩こりや腰痛に対して、トリガーポイント療法の有用性を提示することができ

れば、人々の健康を守る手助けとなる。トリガーポイントの形成・誘発・持続因子には、様々な要因がある

（図 1）。そのため、色々な角度からトリガーポイントへアプローチできる方法を考えていきたい。 

 

図１ 

〇現在 

臨床研究を継続するととも

に、トリガーポイントの形成・

誘発・持続に関与する因子を明

らかにすること、さらに豊島区

民をはじめとした地域の方々

に対して、トリガーポイント療

法が応用できないか、セルフケ

ア教室などを開催し、その可能

性を模索している。 
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